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第1図

水田での早期散布に用いることが実用的に可餞なのでは

ないかと期待される．

3．摘　　　　　要

フエノキシ系除草剤，水中MCP・水中MCP－B・

BPA・AM及びSESなどを田椎後間もなく，あるい

は中耕1回後に散布しその除草効果と水稲生育へ及ぼす

影響を検討した．

その結果，水中MCP・水中MCP一十B・BPAなど

は，これらの時期で概ね実用性があると考えられる．但

し一回だけの散布では再発する雑草のため穂数減となり

収量の低下を来す憤向があるので前後の中耕機の使用な

どを併行することにより，従来のMCPの使用適期のHl

は更に本田の初卿こまで拡大することが可能と考えられ

る．

なおSESについても同様，本田での早期使用の可能

性が考えられるが，剤形及び使用法の点で更に検討の余

地が多いと考えられる．

水　田雑草防除に　関す　る　研究
第5報　各種除草剤の効果について

山崎　慎一・高橋　周寿・武田　昭七

（宮城県畏試古川分場）

ま　え　が　き

水田除草体系はPCP→2．4rD（MCP）がほとん

どを占めた．しかしこの除草体系も機枕除草十PCP→

2．4－Dまたは田植え前PCP処理田植え後機械除草→2

．4－Dといずれも3回になる．今後期待されることは1

回の除草剤散布で除草を済ませ得ないか，またPCPに

よる魚毒を他の薬剤により換え得ないか，またマツバイ

に対しAllyle－MCPにかあるものがないか，粒状除

草剤を手播きでなく航空散布する場合粒剤濃度をかえて

効率はどうか等の問題がある．これらの点につき実験を

試みたが今後期待できる結果がでたので報告する．

1．DBNについて
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有効成分は2・6－dichloro－benzonitrile

c6脚2N＝〉冒FNでPCPと肌榊
は少なく一脚こ1ppm以下が危険，1～9ppmが要注

意である．すなわち金軋16ppm，抑20ppm・摂・拍

10～32ppmが安全である・また雑草朝1刑期問は1カ月

以上である．侠而PCPに代わるものとして木剤を供訳

したがその結果は次の通りである・

1．試験方法

■品種「ササツグレ」・油紙保阻折衷苗代4月13「1播阻5

月26日移軌1区9・3が，2t要綱j・栽柄様式が当り22・

2株（30C都×15C椚）4本構えとした・供試条件は第1表

の通りで処理法は5月20日〟当り0・5gの門種子を畑土

と泥合全面播待，DBNは〟当り10gの水に醐雫，PC

p粒剤は4的の畑土と混合各々3C棉庇の供水下に散布

した．移机時の落水は行なわず移柿後処理も前記に準じ

たが畦間散布とした．なお移柿後7日のDBN処耶区は

刈り取り時まで全く手取り除草をせず・他区は7月19日

一斉に手取り除草をした・

第1表．供試各件
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第1剛こついてみると移柿前処理では稗の防除効果は

いずれもPCPに劣り，佃こDBNlO封は鞘の発生が処

理後101川から．認められた．DBN20グ・30タはPCP

に準じ発生時用を更に数日抑胴したが本数はPCPより

多く，その他雑草もDIiNは各区ともカヤツリグサは少

ないが他雑1・・二は多い．次に清新後処理では処理時すでに

杓の先生をみたがDBNはPCPと異なり処理後2週間

目から極めて糾、効果を示し稗以外の雅榊こも卓効をみ

4・臓効果も長く掛こ20g・30タ区は刈り取り時まで放任

可能の状態であった．
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（2）生育及び収量

移枇前処理でDBNは各蓑ともPCPに比し清君の遅

延をみ初舶三宵は秘めて抑制され30タでは一都枯死株も

第2表．生　育　及　び　収
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みられた．処理後30日に至り生育は大仰－1復い－■－二丈・基
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轍化がみられたが成熟斯こほ村長・地長及び穂数共差が

ない．移析後処理は仝触こ稲体の硬化は大でその程度は
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是に比例した．すなわち硬化は6月中・下旬より認めら

れ，収穫期まで続きしかも株全体に及んだが本試験では

友藁結束も可能で懸念された脱芋．H亨の現象は14り一創動（

9月16日）に会ってもみられない．草丈・茎数はともに

差なく収壬一七も2～3％の萌をみた裾度である．

2　考　察

供試した範囲では移植前散布は稲の清弟が秘めて悪

く，株の中心祁及び新目薬が選択的に枯れ一都枯死株も

あり初期生育は抑制をみ且つl粁章効果もPCPに劣り不

適であった．

これは推論の城をでないが本剤の作J甘件の主体が根か

らの吸収移行によって帆物の生育・生長のレベルが比校

的高い部位に現われたためと考えられた．活着後処理は

除草効果が梅めて高く1回散布で以後無除草が可能であ

り稲体の硬化も30タで友・藁結東ができ生育もほとんど抑

制されることなく極めて有り1である．粒剤の依用は葉書

（極端沌こ硬化・生育jf川・減収）が大きいので佐用は困

難である．

以上より今後は川机え後7「、ノ10日，水和剤を30タ粗壁

施用すれば今までの機械陳草トPCP→2．4－－D（MC

P）の体系を変えDf主NによりⅠ鋸、二は解決できるものと

考える．

2．TPCLについて

有効成分はTripropi1－tinchlolide

錯；＞SnくEiH7で有機銅系除草朋は土壌水分の恥

（排水を含む）条件で効果を発揮し同時にPCPと権め

て酷似した．碑特性（殺菌・殺虫・殺隼）を有し魚蒜も伏

いので板り上げた．

（1）試験方法

第3表以外はDBN試験に準ずる．なお各処理とも7

月19日一斉に手取り除草せした．
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第2国．壷草調査

PCP同様速効性であるが活性持続期間は短いようで

ある．使用した範囲では量が少ないためか除草効果は移

柵前後いずれもPCPにガり20タでも大略PCPlOOg

に近い効果が認められた抑度である．
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その後生育の抑制もない．移柚後処理では接触害がみら
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れたが掛こ生育を抑制することなく回復した．収量は10

gが2～3％の減収をみたがこれはPCPlOOg，TP

CL20タに比し除草効果が少なく特に移隣後は生育抑制

も相乗的に働いたと考えられる．

（3）考　察

移析前後いずれも除草作用及び稲体に及ぼす影響はP

CPに酷似しておりα当り10タではPCPlOOタに劣り

20タは大略同様の効果が期待できた．なお前述した如く

殺草条件が土壌水分の多い所はどよいこと，魚毒もPC

Pの仇。（PCPの稚プ餌こ対する毒性はLD50で0．1～0．2

ppm）といわれているので更に検討の要がある．

3．高濃度航空用除草剤について

最近除草剤散布能率向上の一手段としてヘリコプター

利用の空中散布が問題となり，病虫賀防俊ではすでに実

用化され200～600倍の能率を上げている．そこで従来の

粒状除草剤より高濃度のものを用い，相当粗雑な散布の

場合従来の除草剤に比し除草効果及び生育収甜こ及ぼす

影響を検討したものである．

（1）試験方法

第7表．生　育　及

試　験　区　名
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供試条件は6月9日械機除草＋PCP（Z当り成分100

タを散布した圃場に7月7口第5表の如く散布したもの

で散布法は6叩湛水下に粒剤はそのまま，水和剤は〃当

り10gの水に熔解散れ　粒刑はいずれも粗雑な散布精度

であり，前記以外の桝椰法はDBN試験に準ずる．

第5表．供試条件

除　草 小・‥・∵
り
口
現

当
品
α．儲
成
り
効
■
門
有
分

名剤

航空用粒状水中
MC

粒状水中M
M C P　水

n
U
八
日
二
日
　
0

0

0

0

5

つ
】
っ
ふ
っ
J

l

1

4

0

2

2

1

8

P
B
P
剤

㌍
C
和

（2）試験結果及び考察

第6表．雑草調禿
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第6及び7表に示される如く除草効果は散布前除草の

効果が高いため発生雑草量が撤めて少ない点もあるがほ

とんど差は認められない．また稲に対する薬害も各除草

剤とも全くみられない．以上手播きであるが採水（6～

8C〟都度）にし，やや均一に散布さえすれば粒剤を高濃

度にし甲位血机当り散布量二を少なくしても充分除■・T効果

は期待できると考える．

水　田　洗　桝　に　関　す　る　研　究

第2軌　水田条件と増収技術について

菅　野　　　正・鈴　木　平　喜

西　牧　政　巳・新　妻　芳　弘

（福　島　爪　農　試）

大型トラクターによる探桝は研究より先行して事業化

されたが，このような深耕はどんな水村で効果があがる

か，深耕汀1では如何なる栽焙法がなされるべきかが，現地

で品に問題となってきた．それで35，36年に県内の覇業現




